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幼稚園教員の資質能力に関する研究
―幼稚園教諭，保護者，園長の力量観の比較から―

藤 尾 淳 子 古 川 雅 文 浅 川 潔 司
（明石市立魚住幼稚園） （兵庫教育大学） （兵庫教育大学）

幼稚園教諭が自らどのような資質能力が重要と捉えているかという視点から，幼稚園教諭の力量観の構造を検討した。面

接による予備調査から作成した39の質問項目からなる質問紙を用い，96名の幼稚園教諭，16名の幼稚園長，および140名

の保護者を対象に調査を行った。その結果，「専門的資質能力」「実践的専門技術」「連携・協力」「理想的教師像」「学級経

営力」「人間性」の6因子を抽出した。幼稚園教員，保護者，園長が共通して重要としていた資質能力は，「人間性」「理想

的教師像」に含まれる項目が多かった。３者間の比較では，幼稚園教員と園長が「専門的資質能力」「実践的専門技術」と

いった専門家としての能力や「連携・協力」を保護者より重視していた。保護者は，「学級経営力」に教員や園長よりも重

視している項目が見られた。園長は，教員の専門的資質能力，専門的技術に加えて，理想的教師像や園運営のための連携・

協力を重視している傾向が見られた。
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Teacher's Perception on Competencies in Early Child
Education: Comparative Analysis among Kindergarten

Teachers, Directors, and Parents

Junko Fujio，Masafumi Kogawa, and Kiyoshi Asakawa
（Uozumi Kindergarten）（Hyogo University of Teacher Education）

The purposes of this research are to examine the structure of the teacher's perception on competencies as kinder-

garten teacher, and to compare the value systems of kindergarten teachers, directors, and parents. According to

categorization interview data for 10 kindergarten teachers, the questionnaire consists of 39 items that correspond

to kindergarten teacher's competencies. Sixty nine kindergarten teachers, 16 directors, and 140 parents partici-

pated in the investigation and evaluated the importance of each of 39 competencies. Exploratory factor analysis

finds six factors: Professional competencies and character, Teaching skills, Communication and collaboration abil-

ity, Ideal teacher image, Class management, Positive personality. Many participants emphasize the importance of

items that are included in the Positive personality factor, such as "smile" and "loving children" and the Ideal

teacher image. Compared to parents, teachers and directors put importance on the factors of Professional compe-

tencies and character, Teaching skills factor, and Communication and collaboration. Parents emphasize the Class

management factor compared with parents. Directors put importance on the items of teachers' collaboration be-

havior from the viewpoint of kindergarten management.

Key Words：kindergarten teachers, perception on competences, early child education, competencies and charac-

ters, parents

Junko Fujio: Teacher, Uozumi Kindergarten, 570 Shimizu, Uozumi-chom Akashi-city, Hyogo 674-0074 Japan. E-mail:

wistaria_j@nifty.com

Masafumi Kogawa : Professor, Fundamental Education, Hyogo University of Teacher Education, 2007-109 Yamakuni,

Kato-city, Hyogo 673-1421 Japan. E-mail: kogawa@hyogo-u.ac.jp

Kiyoshi Asakawa : Professor, Clinical, Health and Special Support Education, Hyogo University of Teacher Education,

942-1 Shimokume, Kato-city, Hyogo 673-1494 Japan. E-mail: kasa@hyogo-u.ac.jp



問題と目的
教員にどのような資質能力が必要かということについ

ては，これまでいくつもの研究が行われている。それら

の研究の焦点は多様であるが，大きく分けて，２つの流

れがあるようにおもわれる。その一つは，教員自身や保

護者の資質能力に対する認知から，その構造や重要度な

どを分析したもの（例えば，古川・長澤・横川・福本・

畑野・河相・中須, 1999; 前田, 2003）この種の研究で

は，「力量観」という語が使われることもある。

またもう一つのアプローチとして，近年，主として教

員養成の観点から，これらの資質能力のスタンダードを

作成しようとする研究も多くなっている（例えば，別惣・

渡邊・長澤・中田・加藤・上西, 2009; ノイマン・渡邊,

2009 など）。本研究は，前者に分類されるが，このよ

うなスタンダード研究にも基礎的参考資料を提供できる

ものと考える。

なお，文部科学省においては，「資質能力」という用

語がよく使われ，「専門的職業である『教職』に対する

愛着，誇り，一体感に支えられた知識，技能等の総体を

意味する」と定義され，「『素質』とは区別され，後天

的に形成可能なもの」であるとしている（教育職員養成

審議会, 1997）。これに対して，「教師の力量」という

語も古くから使われてきた。この語は，「資質能力」よ

りも，より教育実践の専門的知識や技能に中心化した感

が強い。しかし，これも比較的ということであり，両者

に厳密な違いがあるわけではない。したがって，本研究

では，資質能力という語を中心に使用するが，力量観と

いう場合は，専門的知識・技能を中心とした資質能力に

対する教員等の認知を指すものとする。

保育者の資質能力に関しては，上田 (2003) が，それ

までの研究や文部科学省の幼稚園教育要領・保育所保育

指針の示す力量観，および文部科学省の報告書を参考に，

保育者の力量項目を作成し，幼稚園の教員と保育所の保

育者に質問紙調査を行っている。しかし，この調査で設

定された15項目は，理念的な面から導き出されたもの

が中心であり，幼稚園の教員からみた力量や資質能力に

ついての側面を必ずしも十分に汲み取っていない可能性

がある。また，いくつかの幼稚園教員の力量観および資

質能力に関する研究がこれまでになされているが（寅丸・

濱名・濱名・森田・矢田, 2008など），その数は少なく，

これまでに十分になされているとは言い難い。

古川他 (1999) は，小・中学校教員，および教育委員

会等の教育関係者を対象に，これからの教師に必要な資

質能力に関して調査している。ここでは，教員や教育関

係者からの視点を取り入れ，ボトムアップ的に資質能力

を捉えようというアプローチが取られている。しかし，

この調査は，幼稚園を対象としたものではない。

そこで本研究は，これらの研究をふまえ，幼稚園教員が

考える資質能力について調査・再考するものである。加

えて，幼児教育の場である幼稚園の人的環境を考えたと

き，その重要な構成要素である2種類の人々の資質能力

観を調査し教員のそれと比較する。すなわち，管理職で

ある園長と，個々の子どもの保護者の期待する資質能力

と比較することにより，異なる立場からの資質能力観の

違いを明らかにする。

予備調査
目的 質問紙調査の項目作成

調査対象者 兵庫県内のある市立幼稚園の教諭9名，

および園長1名の計10名。

質問内容および手続き 調査対象者には「幼稚園諭に

必要な力量，能力にはどのようなものがありますか」と

いう質問に自由に答えてもらった。面接は教員ごとに個

別に行い，それぞれの面接時間は30分程度であった。

記録は筆記によった。

結果および考察 回答を箇条書きでまとめ，カードに

した。その後，3名の現職幼稚園教諭の合議によって，

先行研究（古川・長澤・横川・福本・畑野・河相・中洌,
1999; 上田, 2003）のカテゴリーについて，内容が類

似しているものをまとめるなどして，29の分類基準を

設定した。この分類基準を参考として，3名で協議しな

がら，面接記録のカードの分類，整理を行った。その過

程で，既存の質問項目の内容を細分化したりし，既存の

カテゴリーに属さない項目を追加し，必要性を感じない

項目を削除したりして，最終的に39の質問項目とした。

個々の質問項目については，本調査の結果に示した。こ

れ らの 質 問項 目の 全 体的 な 構図 と して は， 古川 他

(1999) の12の資質能力と類似していたが，新たに，実

践的・専門的知識や技術に関する具体的な内容を含み，

「笑顔がある」のように，幼稚園教育に関わる人々の生

の表現による項目を含んでいた。この点に，本研究にお

ける質問項目の特徴があるといえる。

本調査
方 法

調査対象者 兵庫県内の公立幼稚園教員96名，幼稚

園長16名，保護者140名

調査内容 予備調査で作成した『幼稚園教員の資質能

力に関する態度尺度』39項目について，幼稚園教員に

とっての力量や資質としてそれぞれの項目がどの程度重

要であるかの評定を求めた。評定のための選択肢は，

「4 非常に重要である」「3 わりに重要である」「2 少し

重要である」「1 あまり重要でない」の４段階とし，順

に直線上に配置して，重要度を示した。さらに39項目

中特に重要と思う項目，上位3位をあげてもらい，最後

には自由記述を求めた。

幼稚園教員の資質能力 15



また，フェイスシート上で，性別，年齢，属性（幼稚

園長，幼稚園教諭，幼稚園助教諭，保護者の別），教職

経験年数（教員のみ）を尋ねた。

調査手続 幼稚園教員については，幼稚園の教職員関

係者に配布と回収を依頼し，一部は，著者が直接配布，

回収したものもある。また，保護者についても，著者が

直接配布し，回収した。

調査時期 2005年6月～9月

結果および考察

幼稚園教員の資質能力の重要度に関する質問の各項目

における選択肢について，各選択肢に付けた数字をその

得点とした。すなわち，「非常に重要である」を4点，

「わりに重要である」を3点，「少し重要である」を2点，

「あまり重要でない」を1点とした。

幼稚園教員の資質能力の因子構造 幼稚園教員の認知

する幼稚園教員に必要な資質能力の要因と構造を検討す

るために，データに欠損値のない幼稚園教員86名（園

長含む）のデータに基づき，項目間の相関行列に基づく

因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。な

お，ここでは，幼稚園教育の専門家である教員と園長が

認知する資質能力を分析するために，保護者のデータは

あえて入れなかった。固有値の変動と因子の解釈可能性

を検討しながら，探索的に因子数を検討し，６因子解を

採用した。
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Table 1-1は，各因子における因子負荷量を示したも

のである。回転前の累積因子寄与率は55.6%であった。

第1因子は，「直接実践とは関係ないが，他の学問に関

心をもち，研究の視野を広げながら研究を深める」「情

報機器の操作，インターネットなどの利用，情報選択な

どの能力をもっている」「教師自身の豊かな生活体験と

それに基づく指導力をもつ」など，教育実践の基盤とな

る資質能力に関する項目が高い負荷量をもつので，「専

門的資質能力」因子と命名した。

第２因子には，「絵本・お話しなどの専門的知識，技

術をもつ」「ピアノ・手遊び・歌などの専門的技術をも

つ」「運動遊び・体操・集団遊びなどの専門的知識，技

術をもつ」のように，専門的知識・技術に関する項目の

負荷量が高い。そこで第２因子を「実践的専門技術」因

子と命名した。

第３因子に高負荷を示した項目は，「保護者との連携

を図りながら子どもを育てる」「地域との連携を図りな

がら子どもを育てる」「同僚と協力しながら保育集団の

質を高める」であり，「連携・協力」因子と命名した。

第４因子には，「子どもの心情を適切に理解し，遊び

生活への援助を行う」「幼稚園での教育実践に関する研

修研究を行い，自己研鑽に励む」「あらゆる面で子ども

の見本（モデル）となる」などの項目の負荷量が高く，

「理想的教師像」と命名した。

第５因子に高負荷を示したのは，「子どもの集団を把

握し，まとめる」「一人ひとりの子どもを評価する能力

がある」「子どもの言動に対して，的確な判断力，臨機

応変な行動力をもつ」であり，「学級経営力」因子と命

名した。第６因子では，「子どもが好きである」「笑顔が

ある」という項目が高負荷量を示し，「人間性」因子と

命名した。

重要視される資質能力

教員，保護者，園長の評定した重要度得点に基づき，

各項目の平均値をそれぞれ求めた。また，特に重要と思

う上位3項目について，一番目に挙げた項目に３点，２

番目に２点，３番目に１点を与え，それぞれ加算し，順

位得点とした。

各項目について，教員の平均値と順位得点を基本にし

て，比較的重要と考えられていた項目の平均値の順位，

および順位得点の順位をTable 2に示した。この表にみ

られるように，重要視している項目について，10位以

内ということでみていくと，若干の違いがあるものの，

教員と保護者にかなりの共通性がみられる。

教員・保護者・園長ともに重視していたのは，「子ど

もの行動を受容し，認める態度をもつ」「適切な心情理

解と遊び・生活の援助」といった「理想的教師像」因子

に含まれるものものである。さらに，「心身が健康であ

る」「保育への熱意，積極性」「的確な判断力と臨機応変

な行動力」といった項目は，因子分析で抽出された因子

には含まれないが，三者とも重要な項目と認識している。

教員と保護者が比較的重要視していた項目として，

「子どもが好きである」「笑顔がある」といった，「人間

性」因子に含まれるものが挙げられる。

教員と園長が重視していたのは「保護者との連携を図

る」という項目であった。園長のみが重視していたのは，

「教育実践に関する自己研鑽」，「園運営において全体を

見通し支える」であった。
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なお，平均値から，相対的に重要度を低く認知してい

たのは，教員では，「情報機器・インターネットの利用

能力」「他の学問に関心をもち視野を拡げる」「運動遊び・

体操・集団遊びなどの専門知識」であり，保護者では，

「情報機器・インターネットの利用能力」「他の学問に関

心をもち視野を拡げる」「絵画･製作などの専門知識・技

術」であり，園長では，「自然・花・虫などの専門知識･

技術」「子どもの流行への関心とユーモア」「情報機器・

インターネットの利用能力」であった。特に，教員と保

護者では，直接，実践に結びつかない，「専門的資質能

力」に属する情報リテラシーや学問への関心の重要度が

低く認知されていることが特徴的である。

項目別にみた教員，園長，保護者の差異

教員，園長，保護者それぞれの各項目の評定平均値に

ついて，対象者群間の1要因分散分析を行った。また，

有意な主効果の得られた項目については，多重比較（L

SD法）を行った。

因子分析で得られた因子ごとに，群間差を見てゆく。

第1因子（専門的資質能力）に高い負荷量を示した項目

については，Table 2-1 に平均値と統計的検定結果を

示した。9項目中6項目で，園長が教員および保護者よ

りも平均値が高い。また，残りの3項目についても，保

護者が他の2群より低いという結果であった。

第2因子（実践的専門技術）の項目についても，園長

が教員または保護者より高得点であったものが7項目中

4項目ある（Table 2-2）。また，保護者は，5項目で園

長または教員よりも平均値が低い。これらの結果から，

「教える」ことに関する専門的資質能力や専門的知識・

技術については，専門家である教員や園長のほうが保護

者よりも重視している傾向がうかがえる。

第3因子（連携・協力）については，Table 2-3に示

した。ここでも，6項目中4項目で，園長，教員よりも

保護者のほうが低くなっている。このような傾向は，中

学校における保護者と教員の関係について調査した横江

（2009）においても報告されており，幼稚園と中学校と

いう校種を超えた共通性がみられる。

さらに，第4因子（理想的教師像）においても，4項

目中2項目で園長や教員のほうが保護者より平均値が高

かった。ここから，注目されるのは，第5因子（学級経

営力）において，園長や教員が保護者よりも高いという

項目が見られず，保護者のほうが園長や教員より高いと

いう全項目中ただ一つの例外的な項目「子どもの集団を

把握し，まとめる」がみられることである（Table 2-5,）。

これらは，小・中学校では学級経営や生徒指導とよばれ

る分野に該当すると考えられ，こうした側面への保護者

から教員への期待が高いことがうかがわれる。これは，

学校教育学研究，2010，第22巻18
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他の研究においても同様の傾向が見られる （寅丸他,

2008; 横江, 2009）。

そして，第6因子（人間性）においても，群間差がみ

られない（Table 2-6）。すなわち，保護者は，専門的

まとめ
本研究の結果，次のことが明らかになった。

(1) 先行研究の検討と幼稚園教員の面接から構成した質

問紙から，「専門的資質能力」「実践的専門技術」

「連携協力」「理想的教師像」「学級経営力力」「人間

性」の6因子を抽出した。

(2) 「人間性」や「理想的教師像」に含まれる項目は，

教員，保護者，園長の三者とも重要視している。ま

た，本研究で抽出した因子には含まれなかったが，

「心身が健康である」「保育への熱意・積極性」「的

確な判断力と臨機応変の行動力」の項目は，三者か

ら重要視されている。

(3) 園長は「専門的資質能力」，「実践的専門技術」に含

まれる項目を教員や保護者よりも重要視している。

教員は，園長ほどではないが，同様の傾向をもつ。

(4) 教員や園長は「連携・協力」を保護者以上に重要視

している。

(5) 保護者は，教員の「子ども集団の指導力」を教員や

園長以上に重要であると感じている。

な能力，知識，技術については専門家である教員よりも

重要度を低く見積もっているが，人間性や学級経営力に

は教員と同じくらい重きを置いていると考えられる。
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